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AI担当シェアリング

この資料の要点

AIを使うかどうかは、もう論点ではありません。日本企業の86.4%が、すでに何らかの業務で生成AIを使って

います。差がついているのは「使っているか」ではなく、「組織として使える形にできているか」です。

86.4%
生成AIを業務で利用している

情報通信白書2026

45.6%
中小企業で組織的な取組なし

同上・図表Ⅰ-2-1-3

7.7%
生成AIの社内指針を策定済み

東京商工会議所2026

つまり、多くの会社で「社員が個人的に使っているが、会社としては何も決めていない」状態が起きていま

す。この状態には2つの損失があります。ひとつは、うまくいったやり方が個人の中に閉じて広がらないこ

と。もうひとつは、何を入力しているか会社が把握できていないことです。

一方で、AI活用に取り組んだ中小企業の付加価値額増加率は中央値23.0%、取り組んでいない企業は17.9%で

した（2019年→2024年）。差は着実に開き始めています。

出典：中小企業庁「2026年版 中小企業白書」（帝国データバンク調査、n=2,618／9,089）

この資料が扱うこと
本資料は、AIツールの紹介ではありません。経営判断に必要な「どれくらいの期間で、誰が、いくらかけ
て、何をやるのか」と、その過程で必ず出てくる詰まりどころの外し方に絞っています。第5章以降に、
そのままコピーして社内で使えるテンプレートを3点収録しました。

1 いま、何が起きているのか

2026年に公表された複数の調査は、同じ方向を指しています。導入率は急速に上がった一方で、組織的な整

備がまったく追いついていません。

導入率は1年で大きく伸びた

生成AIを1つ以上の業務で利用している日本企業の割合は86.4%。前年度調査の55.2%から大きく伸びまし

た。ただし「積極的に活用する」方Āをāつ企業にĂると、大企業74.0%にăして中小企業は58.1%と、まだ

差があります。

出典：Ą務ą「Ćć8年版 情報通信白書」（2026年7月公表）
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AI担当シェアリング 1. いま、何が起きているのか

しかし、会社としては何も決まっていない

東京商工会議所が2026年3č4月に実Ďした中小企業1,272社ďの調査では、83.9%が生成AIを活用している一

方で、その使Đれ方に大きなđりがĒられました。

「個人レēルで活用」にとどまる Ĕ 40.3%

「使用していない（把握していない）」 Ĕ 14.4%

生成AIの指Ā・ĉĊċĕĊンをĖėĘę Ĕ 7.7%

Ě料ツールを使っている Ĕ 86.8%（Ě料のę43.2%ěĜ料とĝ用43.7%）

出典：東京商工会議所「中小企業のデĞタルシğト・Ġġ実態調査」（2026年6月17日公表、n=1,272）

「シャドーAI」という言葉が使われ始めています
会社が把握しないまま、社員が個人の判断でĚ料ツールに業務情報を入力している状態を指します。東京
商工会議所もĄ務ąも、2026年の資料でこのĢを明ģしてĤĥをĦしています。ħĨすれĩĪ決するīで
はありません。使うことを前Ĭに、ĭĮきを決めるįうがİ実的です。

取り組んだ企業と、そうでない企業の差

中小企業白書2026は、「成ıに向けたAI活用」に取り組んだ企業の付加価値額増加率が中央値23.0%、取り組

んでいない企業が17.9%だったと報Ĳしています。また、白書はAIにĳるĴĵを「Aġ（AIトĕンĶğķーĸー

シĹン）」とĺび、İĻにļくĥĽ決ėの速い中小企業にとってはľしろĿŀである、というĒ方をģしてい

ます。

出典：中小企業庁「2026年版 中小企業白書」

2 なぜ止まるのか ― 5つの失敗パターン

導入がĨまるŁłは、Ńńではありません。統計に表れている詰まりどころは、Ņくįどņ通しています。こ

こではŇ表的な5つと、起きる前にňてるŉをŊŋます。

パターン1｜業務がイメージできず、始まらない

AIを活用していないŁłの第1Ōは「活用する業務がĊĸーĞできていない」63.4%です。ツールのŀōを調

べても、このŎŏはĪけません。ŐőがŒで、œにŔ社の業務をŕべる必要があります。
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AI担当シェアリング 2. なŖĨまるのか ― 5つの失ŗŘターン

ňřŉ：ツールŚėĳりœに、業務のśŜしを行う。第6章のテンプレートŝが、そのまま使えます。

出典：中小企業庁「2026年版 中小企業白書」（n=3,888）

パターン2｜推進する人がいないまま、号令だけかかる

「活用をŞşする人ŠがšŢしている」40.0%。IţAの調査でも、AI導入・Ť用上のťŏの第1Ōは「Ŧŧ人Š

がšŢしている」50.1%でした。ここで多いのが、担当を決めただけでŨ間をũけていないŪーĶです。通ū

業務をŬえたままŭŮさせると、įůŰ実にűŲしになります。

ňřŉ：担当を決めるときに「月ųŨ間をこれに使う」まで同Ũに決める。Ũ間をŰŴしないŮŵ

は、Ůŵしていないのと同じです。

出典：中小企業庁「2026年版 中小企業白書」／IţA「ĠġŶ向2026」（2026年7月30日、n=1,799）

パターン3｜個人の中で止まり、会社に残らない

中小企業の40.3%が「個人レēルの活用」にとどまっています。ŷしい社員が一人で成Ÿを出しても、その人

がŹしくなったŨ点でĨまります。źŻすれĩ、まるżとŽえます。

ňřŉ：うまくいった指ģž（プſンプト）とŉŐを、そのĻでž書ƀしてņĜする。ƁƂなƃƄƅ

アルは要りません。ƆƇ録Ɔ1本でもƈƉです。

パターン4｜研修をしないまま配り、使われずに終わる

ここには明Űな数Ɗがあります。Ƌƌ・ƍƎ会を実Ďしている企業でIƏツール活用が「ƐėしたƑŸをƒられ

なかった」割合は8.7%。実Ďしていない企業では19.1%と、2Ɠ以上に開きます。部ŧ間Ɣƕでも同Ɩで、Ɣ

ƕできている企業7.6%にăし、できていない企業は34.8%でした。

ňřŉ：月1Ų30Ɖでĳいので、ņĜのĻをėƗƀする。うまくいったƗを1つīすだけでŀōしま

す。

出典：中小企業庁「2026年版 中小企業白書」

パターン5｜ルールが無いまま広がり、あとで止められなくなる
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AI担当シェアリング 2. なŖĨまるのか ― 5つの失ŗŘターン

社内指ĀのĖė率は7.7%。一方で86.8%がĚ料ツールを使っています。Ě料プĕンは、入力内Ƙがƙƚに使

ĐれるƛėがƜėになっているĻ合があります。Ɲƞが起きてからƟって調べるのは、İ実にはįůšƠōで

す。

ňřŉ：A4ơ1Ƣのルールをœにƣる。第6章のテンプレートAが、そのまま使えます。

3 期間の現実 ― 90日で「使える形」にする

「どれくらいでƑŸが出るか」は、経営判断でƤƥにŎĐれる点です。Ʀ論からƧえĩ、1つの業務でŉƨえ

をƒるまでがƩ90日、社内に広ŋ始められるのがそのű、というのがİ実的なĒƪてです。以ƫは、その3か

月を30日żとにƬƭったものです。

0〜30日目｜決める（棚卸しと線引き）

ƮりƯし発生する業務を10個書き出し、ư度・所要Ũ間・ėƱ度でƲ点する（テンプレートŝ）

ƤƥにƳす業務を1つだけŚƴ。ƑŸの大きさではなく、着ŉしやすさでŚƴ

社内AI利用ルールをA4ơ1Ƣでƣる（テンプレートA）

担当Ƶと、その人が使える月あたりのŨ間を決める

このƶƷで複数業務にŉを広ŋると、įůŰ実にどれも中Ƹƹƺになります。1つに絞ることが、実はƤもƻ

しく、ƤもƑきます。

31〜60日目｜試す（少人数で回す）

Śんだ1業務を、2č3Ƽ・実ƽの業務データでŲす

うまくいった指ģžとŉŐを、そのƾ度書きƿめる

所要Ũ間を、着ŉ前と着ŉűで記録する（テンプレートC）

合Đないと判断したら、ǀĐずǁの業務にǂる

「うまくいかなかった」は失ŗではなく、判断Š料です。2ǃ間ƳしてŉƨえがĚけれĩ、業務Ǆが向いてい

ないと考えるのがǅ当です。

61〜90日目｜残す（型にして広げる）

ŉŐ書と指ģžのǆǇトを、誰でもĒられるĻ所にǈく
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AI担当シェアリング 3. 期間のİ実 ― 90日で「使える形」にする

同じƱが使えるǉの業務を1つŚび、2Ǌǋに入る

月1Ų30ƉのņĜ会をƛėする

記録したǌǍŨ間を経営会議でņĜする

90日を過ぎてから効いてくること
2Ǌǋ以降は、1Ǌǋĳり明らかに速くşęます。業務のĒ方がĴĐり、「これもAIで書けるのでは」とい
う発ƐがİĻから出てくるĳうになるためです。ŒにƧえĩ、1ǊǋをƤűまでやりƭらないと、このǎ
Ǐは起きません。

4 費用と体制の現実 ― 3つの選択肢

AI活用を担う体制のǐり方は、大きく3つです。どれがǑしいということはなく、ǒǓと期間でŚƴことにな

ります。

社内で兼任 AI人材を採用 外部に委託

費用の目安 ツール費用のę 年収600ǔǕǖčěƲ用費 月額のǗǘ料

立ち上がり Ǚい（通ū業務ǚœ） Ʋ用に数か月č Ǜい

社内に残るか ǜる ǜる ƛ計ǝ第

主なリスク 担当ƵがŶけずǞǟ Ʋ用できない／Ǜ期ǠŻ ǡǢŋになるとǣたない

採用の現実的な難易度

Ǥ生ǥǦąのŻ業情報ĬǧǨĊト（ǩoǪ taǫ）にĳれĩ、AIǬンĞƄアの年収は609.8ǔǕ、ĜƑǭ人Ɠ率

2.25。データǨĊǬンテǮĶトは年収611.9ǔǕで、ĜƑǭ人Ɠ率は11.88にǯします。ǭ人1ǰあたりǭŻƵ

が1人にǱたないǲĻで、中小企業が大企業とǳってƲ用するのはƘǴではありません。

出典：Ǥ生ǥǦą「Ż業情報ĬǧǨĊト（ǩoǪ taǫ）」（Ćć7年ǵǶǷǸ基本統計調査ēーĶ）

使える補助金（2026年度）

2026年度は、ǹǺの「IƏ導入ǻǼǶ」が「デĞタルƀ・AI導入ǻǼǶ2026」ďとƼǽĴǾされ、AIがǑƇか

らăǿにŌǈづけられました。
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AI担当シェアリング 4. 費用と体制のİ実 ― 3つのŚȀȁ

デĞタルƀ・AI導入ǻǼǶ2026Č通ūȂはǻǼ率1/2以内（一ė要ǰで2/3以内）、1プſǆĶ以上で5ǔ
Ǖč150ǔǕȃǱ、4プſǆĶ以上で150ǔč450ǔǕ。「複数ƵƔƕデĞタルƀ・AI導入Ȃ」がȄƛ

中小企業ą力ƀǢ資ǻǼǶČ2026年4月に「一ȅƱ 生成AIを活用したƝ業計ƆƗȆ」が公開され、生成AI
活用のƝ業計ƆがƐėされている

ものづくりǻǼǶČAIŦ用Ȃはないが、AIを活用したȄȇȈ・ǨーȉĶ開発はăǿになりƒる

出典：中小ŀǷ「デĞタルƀ・AI導入ǻǼǶ2026」／「中小企業ą力ƀǢ資ǻǼǶ」Ȋ公ȋǨĊト（2026年8月Ũ点）。公ȌŲǝż
とに要ǰ・ȍƭがĴĐるため、Ȏȏ前に必ずƤȄの公Ȍ要ȐをżŰȑください。

5 セキュリティと社内ルール ― 最低限これだけ

Ȓſからǒ程をǐる必要はありません。国がģすĉĊċĕĊンがĚȓで公開されてȔり、Ŕ社のǒǓに合Đせ

て必要な部Ɖだけ取り入れるのがİ実的です。

押さえておくべき公的資料（2026年8月時点）

IţA「中小企業の情報ǆȕƅリテǮăĖĉĊċĕĊン 第4.0版」（2026年3月27日公開）

Ą務ą・経ĘȖ業ą「AIƝ業ƵĉĊċĕĊン 第1.2版」（2026年3月31日公表）

個人情報ŴȗǗ員会「生成AIǨーȉĶの利用にȘするĤĥș起Ț」（2023年6月2日発出）

「人工țōȘƔŃńのƋȜ開発ȝび活用のŞşにȘするȞȟ」（AIȞ・2025年9月1日ȠƇĎ行）

最初に決めるべき3つ

1 入力してĳい情報／だめな情報のĭĮき。個人情報、ȡȢからȣかったŀȤ、ȃ公開の経営情報などを
ȥ体ƼでȦŊします。判断にǀうものは入力しない、をȧȨにします。

2 使ってĳいǨーȉĶのĂė。ȩƠ制にし、把握できていないツールが業務で使Đれている状態をなくし
ます。

3 ƙƚ利用のƛėŰȑ。Ě料プĕンは入力内Ƙがƙƚに使ĐれるƛėがƜėのĻ合があります。Ȟ人向け
プĕンではƙƚに使ĐれないƛėをŚべることが多いため、ȪƩ形態からŰȑします。

完璧を目指すと、いつまでも配れません
ルールはıいįどȫまれません。A4ơ1ƢでƈƉです。Ť用しながらšŢにȬづいたŨ点でŢしていくį
うが、ƦŸ的にȭられるルールになります。ǝȮーĞのテンプレートAは、そのまま社Ƽを入れてƣれる
形にしてあります。
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AI担当シェアリング 5. ǆȕƅリテǮと社内ルール ― ƤȯĂこれだけ

6 そのまま使えるテンプレート

以ƫの3点は、社ƼやȰǋを書きǏえるだけで社内にƣれます。Ɓ成度ĳり、まずƣることをǚœしてくださ

い。

テンプレートA｜生成AI利用ルール（A4×1枚）
社Ƽと担当部ȱƼを入れ、そのままȠ社にƣȲできます。

【生成AI利用ルール】　　　　　　　　　　　　制定日：　　年　　月　　日

1ȳǋ的
　業務Ƒ率の向上をǋ的として、生成AIの利用をȑめます。あĐせて、情報の
　取りȴいについてƤȯĂのƩȵƝをėめます。

2ȳ入力してはいけない情報
　・個人情報（ȶƼ・Ɣȷœ・ƃĊȸンバー・人Ɲȹ価 Ț）
　・ȡȢ・取ĮœからȣかったŀȤ情報
　・ȃ公開のȺ務情報、経営計Ɔ、Ȼȼ中のȽǰにȘする情報
　・ȾーĶコーċ、ƛ計図など、社外ȿにɀ当する成ŸɁ
　ɂ判断にǀう情報は、入力せずに　　　　　　（担当）ďɃɄしてください。

3ȳ利用してĳいǨーȉĶ
　・会社がȩƠしたǨーȉĶのęを利用します（一ɅはǁɆ）。
　・ȄしいǨーȉĶを使いたいĻ合は、Ɲ前に　　　　　　（担当）ďȎȏします。

4ȳ出力内ƘのŰȑ
　・生成された内Ƙは、必ず人がŰȑしてから使用します。
　・社外に出すž書は、Ɲ実ȘȻをɇ付ける資料をŰȑしたうえでĬ出します。

5ȳɈったとき・Ȭづいたとき
　・ɉってŀȤ情報を入力したĻ合は、Ɋさずɋřに　　　　　　ď報Ĳします。
　　報ĲしたことをŁłにš利Ɍな取りȴいはしません。
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AI担当シェアリング 6. そのまま使えるテンプレート

テンプレートB｜業務棚卸しシート
ƮりƯし発生する業務を10個書き出し、3ɍでƲ点します。合計点のɎいものから着ŉします。

各項目を3点満点で採点（3=高い / 2=中くらい / 1=低い）

　　業務Ƽ　　　　　　　　　　　　　ư度　所要Ũ間　ėƱ度　合計　担当
　1ȳ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　2ȳ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　3ȳ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　4ȳ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　5ȳ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　6ȳ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　7ȳ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　8ȳ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　9ȳ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　10ȳ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　ư度　　　Ĕ ɏ日=3 / ɏǃ=2 / ɏ月以ƫ=1
　所要Ũ間　Ĕ 1Ų30Ɖ以上=3 / 10č30Ɖ=2 / 10ƉȃǱ=1
　ėƱ度　　Ĕ ŉŐがįů決まっている=3 / 一部決まっている=2 / ƾ度ɐう=1

　Ƥƥに着ŉする業務：　　　　　　　　　　　　　　（合計　　点）

9点Ǳ点で7点以上の業務が、Ƥƥのɑǻです。中小企業でĳくŊがるのは、議Ɲ録のǐ成、Ŏい合ĐせƯ信の

ƫ書き、Ē積・ȏǭなどのėƱ書ɒ、リǨーɓ、資料の要Ʃです。実ƽ、情報通信白書2026でも「議Ɲ録・

ĸールǐ成ǻǼ」の活用がƩ7割でƤ多、ƑŸ実ɔも72.3%とɕ出しています。
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AI担当シェアリング 6. そのまま使えるテンプレート

テンプレートC｜効果記録シート（90日）
ƑŸが「Ēえない」と、社内でɖきません。ɗっくりでǷĐないので記録します。

対象業務：　　　　　　　　　　　　　　開始日：　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　着ŉ前　　　30日ű　　　60日ű　　　90日ű
　1ǰあたりの所要Ũ間　　　　Ɖ　　　　　Ɖ　　　　　Ɖ　　　　　Ɖ
　月あたりのǰ数　　　　　　　ǰ　　　　　ǰ　　　　　ǰ　　　　　ǰ
　月あたりの合計Ũ間　　　　　Ũ間　　　　Ũ間　　　　Ũ間　　　　Ũ間
　ăƨできる人数　　　　　　　Ƽ　　　　　Ƽ　　　　　Ƽ　　　　　Ƽ

　うまくいったこと：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　うまくいかなかったこと：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　ǝの30日でƳすこと：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

記録するのはŨ間だけではありません。「ăƨできる人数」が増えていれĩ、ɘ人ƀがĪŽに向かっているə

ɚです。これは経営にとって、Ũ間ǌǍと同じかそれ以上に価値のあるĴƀです。

7 最初の90日 チェックリスト

すべてɛっている必要はありません。ũɜが多いįど、伸びしろがあるということです。

ƮりƯし発生する業務を10個書き出した

3ɍでƲ点し、Ƥƥに着ŉする1業務を決めた

担当Ƶを決め、その人が使える月あたりのŨ間をŰŴした

入力してĳい情報／だめな情報のĭĮきをž書ƀした

利用してĳいǨーȉĶをĂėし、社内にǊțした

入力内Ƙがƙƚに使ĐれないƛėになっているかŰȑした

うまくいった指ģž・ŉŐを、誰でもĒられるĻ所にǈいた

着ŉ前の所要Ũ間を記録した

月1ŲのņĜのĻをƛėした
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AI担当シェアリング 7. Ƥƥの90日 ɓェǇクリĶト

2Ǌǋに取り組ľ業務のɑǻをŊŋた

この先で、いちばん詰まるところ

ここまでȫんで、やるべきことは明ŰになったとĽいます。それでも多くの会社がĨまるのは、内Ƙがƻしい

からではなく、通ū業務をŲしながらこれを3か月ɖける体制がǐれないからです。統計がģす第1Ōのťŏが

一ɝして「Şşする人ŠのšŢ」であることが、それを表しています。

ɞたřは、外部のAI担当（CAIO）を月額でシェアする形で、この90日にɟɠしています。Ʋ用せず、ǡǢŋ

にもせず、社内にŉŐがǜる形をǋ指しています。

最初の90日だけ、伴走させてください。
外部AI担当（CAIO）を月額でシェアするǨーȉĶです。業務のśŜしから、社内ルールの整備、

Ƥƥの1業務のƱƀまでを一ɡにşめます。まずはİ状をɢうĚ料ɃɄから。ɣンĕĊン30Ɖ、ɤ

りɥęはいたしません。

▶ 無料相談はこちら　https://caioshare.coĀ
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āĂにしたăĄąĆ（ćĈ）
・Ą務ą「Ćć8年版 情報通信白書」（2026年7月公表）

https://ɦɦɦ.soɧmɧ.ǫo.ǩp/ǩohotsɧsintoɨei/ɦhitepaper/r08.htmɩ

・中小企業庁「2026年版 中小企業白書・小ǒǓ企業白書」（2026年4月公表）
https://ɦɦɦ.chɧsho.meti.ǫo.ǩp/pamɪɩet/haɨɧsɫo/2026/ţĠF/2026ǫaiɫoɧ.pɬɪ

・東京商工会議所「中小企業のデĞタルシğト・Ġġ実態調査」（2026年6月17日公表、n=1,272）
https://ɦɦɦ.toɨɫo-cci.or.ǩp/paǫe.ǩspɭiɬ=1209648

・帝国データバンク「生成AIにȘする企業のŶ向調査」（2026年5月14日発表、n=10,312）
https://ɦɦɦ.tɬǪ.co.ǩp/report/economic/20260514-ǫenai/

・IţA「ĠġŶ向2026」（2026年7月30日公開、n=1,799）
https://ɦɦɦ.ipa.ǫo.ǩp/ɬiǫitaɩ/choɧsa/ɬɮ-trenɬ/ɬɮ-trenɬ-2026.htmɩ

・IţA「中小企業の情報ǆȕƅリテǮăĖĉĊċĕĊン 第4.0版」（2026年3月27日公開）
https://ɦɦɦ.ipa.ǫo.ǩp/secɧritɫ/ǫɧiɬe/sme/aǪoɧt.htmɩ

・Ą務ą・経ĘȖ業ą「AIƝ業ƵĉĊċĕĊン 第1.2版」（2026年3月31日公表）
https://ɦɦɦ.soɧmɧ.ǫo.ǩp/mainɯsosiɨi/ɨenɨɫɧ/aiɯnetɦorɨ/02rɫɧtsɧ20ɯ04000019.htmɩ

・個人情報ŴȗǗ員会「生成AIǨーȉĶの利用にȘするĤĥș起Ț」（2023年6月2日）
https://ɦɦɦ.ppc.ǫo.ǩp/neɦs/careɪɧɩɯinɪormation/230602ɯAIɯɧtiɩiɰeɯaɩert

・Ǥ生ǥǦą「Ż業情報ĬǧǨĊト（ǩoǪ taǫ）」
https://shiǫoto.mhɩɦ.ǫo.ǩp/

・中小ŀǷ「デĞタルƀ・AI導入ǻǼǶ2026」
https://it-shien.smrǩ.ǫo.ǩp/

本資料は一ȅ的な情報Ĭǧをǋ的としたものであり、ɱėの成ŸをŴəするものではありません。統計値はȊ調査の公表Ũ点のもので
す。ǻǼǶの要ǰ・ȍƭは公ȌŲǝżとにĴĐるため、Ȏȏにあたっては必ずƤȄの公Ȍ要ȐをżŰȑください。ȥ体的な導入・ȪƩ・
ȞĆăƨは、Ȋ社の状ɲにƨじてŦŧɳにżɃɄください。

発行：合同会社VILIFE（AI担当シェアリング）／東京ƾȄɴƬɵȄɴɶɷǋ3ɸ13ɹ ɵȄɴɺ間ȉル2F／ɻiɩiɪeɼɻi-ɩiɪe.ǩp
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https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/r08.html
https://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/hakusyo/2026/PDF/2026gaiyou.pdf
https://www.tokyo-cci.or.jp/page.jsp?id=1209648
https://www.tdb.co.jp/report/economic/20260514-genai/
https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/dx-trend-2026.html
https://www.ipa.go.jp/security/guide/sme/about.html
https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/kenkyu/ai_network/02ryutsu20_04000019.html
https://www.ppc.go.jp/news/careful_information/230602_AI_utilize_alert
https://shigoto.mhlw.go.jp/
https://it-shien.smrj.go.jp/

